
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＪＰＩ本部 2027 年 2 月 見学会 

 

レンゴー株式会社 TOKYO ADVANCE GATEWAY（TAG） 

★日本 MH 協会 共催 
➳➳➳開 催 要 領➳➳➳➳➳➳➳➳➳➳➳➳➳➳➳➳➳➳➳➳➳➳➳➳➳➳➳➳➳➳➳➳➳➳➳➳➳➳➳➳➳ 

開催日時：2027 年 2 月 26 日（金） 14：00～16：00  

見 学 先：レンゴー株式会社 TOKYO ADVANCE GATEWAY（TAG） 

     埼玉県川口市領家５丁目１４－８ レンゴー東京工場内 

集合場所：ＪＲ川口駅 西口ロータリー  （具体的な集合場所は、後日ご連絡致します） 

集合時間：13 時 30 分 （時間厳守）※バスにて移動しますので厳守でお願いします。 

参加資格：(公社）日本包装技術協会 会員の方（個人会員の方の代理出席は認めません） 

     日本 MH協会 会員の方 

参 加 費 : ＭＨ・ＪＰＩ会員 お一人様 8800 円   

     特別会員（※）  無料（１名まで） 

（※）「特別会員」とは、日本ＭＨ協会並びに日本包装技術協会の両団体へご入会いただいている会員様のことです。 

定  員：40 名 ＊定員になり次第締切りとさせて頂きます。  

 

➳➳➳見学先の概要➳➳➳➳➳➳➳➳➳➳➳➳➳➳➳➳➳➳➳➳➳➳➳➳➳➳➳➳➳➳➳➳➳➳➳➳➳➳➳➳ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スケジュール （予定） 

時 間 内 容 

13：30 JR 川口駅 西口ロータリーに集合・バスにて出発 

14：00～14：20 TOKYO ADVANCE GATEWAY（TAG） 施設概要説明 

14：20～15：30 TOKYO ADVANCE GATEWAY（TAG）内 施設見学 

15：30～16：00 質疑応答・名刺交換 終了後、バスにて出発 

16：30 JR 川口駅 西口ロータリーに到着・解散 

 

➳➳➳見学における注意事項➳➳➳➳➳➳➳➳➳➳➳➳➳➳お申込方法とお知らせ➳➳➳➳➳➳➳➳➳➳➳➳➳ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆お申込は当会 HP にて先着順とさせて頂きます。 
◆欠席の場合は、必ず事務局にご連絡下さい。 
◆キャンセルにつきましては、以下のとおりとさせていただきます。 
なお、参加予定者の都合が悪くなった場合、代理の方のご派遣も可能で

す。 
・開催７日前～前々日（開催日当日を含まず起算） ⇒ 参加料（消費税
を除く）の 30％ 
・開催日前日および当日 ⇒ 参加料（原則として消費税を除く）の全額 

１． 個人情報は『公益社団法人日本包装技術協会 本部見学会』の事業実施に関わる資料等の作成、ならびに当会が主催・実施する各事業における

サービス提供や事業のご案内等のために利用させて頂きます。なお、作成資料は開催当日、関係者に限り、配布する場合があります。 

２．参加申込によりご提供頂いた個人情報は、法令に基づく場合などを除き、個人情報を第三者に開示、提供することはありません。 

関係部課へ 

お回し下さい 

  

 

◆同業者（紙・パルプ業界など）もしくはその関連企業の

方は、本見学の参加をお断りする場合がございます。 

◆靴は、歩きやすいものを選んでいただくようお願いしま

す。 

（サンダル・ヒール等はご遠慮ください） 

◆集合場所までの交通費は各自ご負担下さい。 

〠104-0045 東京都中央区築地 4-1-1 東劇ビル 10F ☎03-3543-1189 ✉sakamoto@jpi.or.jp 担当：坂本 

 

段ボールをはじめとする包装資材のリーディングカンパニーであるレンゴー株式会社が、2024 年 2 月に開設したショールーム「TOKYO 

ADVANCE GATEWAY（TAG）」は、お客様とともに前進するための起点と位置付けられ、包装をきっかけとしたさまざまな課題解決の提

案を体感できる場となっています。TAGでは、「環境」「サステナビリティ」「通販」「付加価値」「グループネットワーク」「プロモーション」

などのテーマに沿って、レンゴーが培ってきた包装技術や製品、ソリューションを幅広く紹介。さらに、包装機械・システムの実機展示や

体験コーナーも設けられており、包装の設計・製造だけでなく、包装工程の自動化、省人化、物流効率化、さらには販売・店頭での価値向

上まで、パッケージングを軸とした総合的な提案を見ることができます。 

レンゴーでは、包装ラインの最適化や組立て・封かん作業の自動化に加え、物流効率化や DXにも取り組んでおり、TAGはこうした「包

装」と「物流・マテハン」をつなぐ最新のソリューションに触れられる場となっています。マテハンの視点からも、包装と物流の接点を考

えるうえで重要なヒントが見つかるはずです。実際の展示・実機を見ながら、包装の進化が物流現場の省人化・効率化や、商品の付加価値

向上にどのようにつながっているのかを考える機会となります。包装・物流・マテハンの関係をあらためて捉え直し、これからの物流現場

に求められる新たな可能性を探ります。 


